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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 研究全体として、年度計画に明記された項目を達成されているだけでなく一部は前倒し実施された。

個々のサブテーマでは、分析法の高度化とその適用性評価等、水質事故対応のための重要要素研究も

現場との連携を図りつつ着実に進められ、多くの有用な知見が得られていることは高く評価される。

しかし、さまざまな対象（水源、施設、環境など）、対応のフェーズ（緊急対応か、長期的な対策か）

などが混在し、現段階では各サブテーマ間の有機的な連携がまだ不明瞭なようにも見受けられる。最

終的に、どのような社会実装を目指そうとするのかを明確にし、課題全体の成果が総合的に実応用面

でより価値を発揮できるようにまとめられることを期待する。 


